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が
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手
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御鎮座四百年記念事業奉賛募金にご協力をお願い申し上げます。

【奉賛募金概要】

【奉賛募金の申し込み及び奉納方法】

【奉賛謝意】

奉賛募金実施期間　令和8年1月より3カ年
事業予算　5億円（御本殿 2.2億円 ・ 社務所 2.2億円 ・ その他 6千万円）
奉賛募金目標　3.5億円

奉賛金は、一口5,000円以上でお願い致します。

奉賛額により以下の謝意を表します。

竣工式典の
ご案内

お礼状
記念品の送付
またはお渡し

お申し込み

申込書のご記入

現金奉納

銀行振込

特別記念品B贈呈特別記念品A贈呈記念品B贈呈記念品A贈呈

感謝状贈呈

御招待

境内に芳名を掲示いたします

1,000万円以上500万円以上100万円以上50万円以上10万円以上5万円以上1万円以上５千円以上奉 賛 額

記 念 品

感 謝 状

竣工式典

芳名掲出

長崎市上西山町18番15号　〒850-0006 TEL：095-824-0445　FAX：095-821-9377
https://www.osuwasan.jp
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鎮西大社  諏訪神社  御鎮座四百年記念事業奉賛会

申込書、趣意書は諏訪神社で配布しています。（遠方の方には郵送します）
申込書は、諏訪神社ホームページからダウンロードすることができます。印刷してご利用下さい。
御礼状・領収証・記念品等送付のため、お申し込み時に芳名・ご住所・電話番号のご記入をお願いいた
します。
奉賛金は、現金か銀行振込でお願いいたします。

神社へ直接奉納いただく場合は、おふだ所をお尋ね下さい。

1.
2.
3.

4.

5.

【銀行振込先】　十八親和銀行　新大工町支店　　　　　　　　 口座番号 ： 普通　5024362
口座名義 ： 鎮西大社諏訪神社四百年奉賛会（チンゼイタイシャスワジンジャヨンヒャクネンホウサンカイ）

【事務局】※ご不明な点は、奉賛会事務局へお問い合わせ下さい。

ホームページ



1 御本殿の御改修

3 記念事業記念誌・宝物古文書図鑑等の刊行

2 社務所1階授与所・事務所（応接室含む）
3階第2授与所の拡張新設及び
正面階段等の欄干の取り替えと参集殿（付属トイレ含む）の改装

〇おふだ所及び参集殿は、近代的かつ
機能性を高めた施設とする。
〇待合所のトイレの全面改修を始め、
授乳室完備、空調設備の改善
〇拝殿横の３階おふだ所を拡張し、
繁忙期などに常設のおふだ所として
使用する。

〇御本殿内及び外壁等の修理
〇御屋根の修理
〇装飾品の修理及び新調

次の世代へ
1625-2025

御鎮座四百年
記念事業

お
守
り
い
た
だ
き

お
参
り
い
た
だ
き

四
百
年
分
の

　
　
あ
り
が
と
う

諏
訪
神
社
は
寛
永
2
年（
1
6
2
5
年
）初
代
宮
司
青
木
賢
清
に
よ
り
、諏
訪
・
住
吉
・
森
崎
の

神
々
を
お
祀
り
申
し
上
げ
、長
崎
の
産
土
神
と
し
て
現
在
の
松
森
神
社
の
地
に
創
建
さ
れ
、

慶
安
元
年（
1
6
4
8
年
）徳
川
幕
府
よ
り
朱
印
地
を
得
て
、現
在
地
に
鎮
西
無
比
の
荘
厳
な

社
殿
が
御
造
営
さ
れ
ま
し
た
。

安
政
4
年（
1
8
5
7
年
）不
慮
の
火
災
に
遭
い
、社
殿
の
殆
ど
を
焼
失
い
た
し
ま
し
た
が
、

孝
明
天
皇
の
思
召
し
に
よ
り
、10
年
余
の
歳
月
を
か
け
て
明
治
2
年（
1
8
6
9
年
）以
前
に
も

勝
る
社
殿
が
再
建
さ
れ
、更
に
昭
和
59
年（
1
9
8
4
年
）御
鎮
座
三
六
〇
年
祭
、平
成
6
年

（
1
9
9
4
年
）三
七
〇
年
祭
を
記
念
し
て
、二
度
の
御
改
修
を
重
ね
現
在
の
社
殿
及
び
境
内
が

整
え
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、本
年
令
和
7
年（
2
0
2
5
年
）は
御
鎮
座
四
百
年
と
い
う
大
き
な
節
目
と
な
る
佳
節
を

迎
え
ま
し
た
。当
奉
賛
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、長
崎
の
先
人
た
ち
が
こ
の
地
で
受
け
継
い
で
き
た

長
崎
く
ん
ち
を
始
め「
諏
訪
神
事
」の
舞
台
と
な
る
社
殿
及
び
境
内
の
再
生
と
神
社
の
発
展
を

図
り
、次
の
世
代
に
繋
げ
る
た
め
、心
を
一つ
に
す
る
氏
子
総
代
を
始
め
神
社
関
係
者
に
よ
り
、

御
鎮
座
四
百
年
記
念
事
業
奉
賛
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。記
念
事
業
と
し
て
、明
治
2
年
に

御
造
営
さ
れ
、将
来
文
化
財
に
な
り
得
る
御
本
殿
、並
び
に
、お
ふ
だ
所
・
祈
願
待
合
所
・
社
務
所
の

御
改
修
を
柱
と
い
た
し
ま
し
た
。

「
御
本
殿
」は
、神
々
が
お
鎮
ま
り
に
な
ら
れ
る
神
殿
で
あ
り
、御
屋
根
・
神
具
等
の
御
改
修
を
施
し
、

よ
り一
層
格
調
高
く
神
々
し
い
御
本
殿
と
し
て
再
生
し
、「
お
ふ
だ
所
・
祈
願
待
合
所
・
社
務
所
」は
、

参
拝
者
の
皆
様
が
利
用
し
や
す
い
機
能
を
備
え
、且
つ
今
の
時
代
に
即
応
し
た
体
制
を
整
え
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、記
念
事
業
の
趣
意
を
ご
賢
察
賜
り
ま
し
て
皆
様
方
の
ご
賛
同
の
志
に
あ
ず
か
り
、

格
別
の
思
召
し
を
以
て
奉
賛
金
の
御
寄
進
を
賜
り
た
く
、茲
に
謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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年
十
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一日


